精神・身体合併症連携推進事業実施要領
第１　目的
この要領は、愛知県地域保健医療計画における精神・身体合併症対策として、また、「良質かつ適切な精神障害者に対する医療の提供を確保するための指針」（平成26年3月7日厚生労働省告示第65号）における「身体疾患を合併する精神障害者に対する医療を提供するための体制の確保」に関する愛知県独自の事業として、身体一般科病院と精神科病院の連携により精神・身体合併症患者に対応できるシステムの構築を図ることを目的とする。
第２　定義

　この要領における用語の定義は、次のとおりとする。
（１）「精神・身体合併症」とは、精神科と身体一般科双方の治療が必要な状態のことをいう。
（２）「精神科病院」とは、精神病床を有する病院のことをいう。
（３）「身体一般科病院」とは、精神科病院以外の病院のことをいう。
（４）「パス」とは、身体一般科病院及び精神科病院の連携に用いる精神・身体合併症連携推進事業パスのことをいう。
（５）「紹介先病院」とは、パス等を用いて対象患者を紹介された病院のことをいう。
（６）「紹介元病院」とは、パス等を用いて対象患者を紹介した病院のことをいう。
第３　事業の対象患者

　　この事業の対象患者は、次に掲げる患者とする。

（１）身体一般科病院で治療中の患者のうち、精神科の治療が必要であると当該身体一般科病院が判断した患者
（２）精神科病院で治療中の患者のうち、救急または一般の身体的治療が必要であると当該精神科病院が判断した患者
第４　登録手続

本事業により連携する身体一般科病院と精神科病院は、当該病院間で協議の上、連携に係る覚書を作成し、県への届出を行う。
第５　病院の業務
１　連携する身体一般科病院と精神科病院は、当該病院間で協議の上、当該病院間の連携に係るパス等を作成する。
　
２　紹介元病院は、連携先の病院に対象患者の受診調整（紹介）を行う場合には、当該患者に係る情報を、パス（様式例1-1又は様式例2-1）等を用いて連携先の病院に提供する。
３　連携先の病院からパス等の提供を受けた病院（紹介先病院）は、当該パスに記載された情報の内容を確認し、疑義を含めて受入れ可否と予約日時についてパス（様式例1-2又は様式例2-2）等を用いて紹介元病院に伝える。
４　紹介元病院は、パス（様式例1-2又は様式例2-2）等を用いて、紹介先病院の疑義について回答し、受入れ可の場合は、予約日時に患者を紹介先病院へ受診させる。

５　紹介先病院への患者の紹介は、患者及びその家族に対して紹介元病院から十分説明を行い、合意を得た上で行う。
６　紹介先病院の受診の際は、必要に応じて紹介元病院の医師・看護師等が付き添い、治療に際して予期せぬ事態が生じた場合は、速やかに対処する。

７　紹介先病院は、患者の診療を行い、疑義等があれば、パス（様式例1-3又は様式例2-3）等を用いて紹介元病院に問い合わせを行うととともに、受入れ結果についてパス（様式例1-2又は様式例2-2）等を用いて紹介元病院に報告する。

８　紹介元病院は、紹介先病院からの紹介患者に係る診察時の質問に遅滞なく回答するよう努める。
　なお、上記業務については、連携医療機関間で協議の上、変更及び省略できることとする。

　　 　
第６　検証作業
１　紹介元病院は、紹介先病院と調整の上、パス等を用いて連携した事例について、県へ事業実績を報告する。報告は年度分をとりまとめて県が別で定めた日までに提出する（様式3）。
なお、県は特に必要と認める場合には、事業実施病院に随時実績報告を求めることができる。
２　県は、報告された実績を取りまとめるとともに統計的な分析と事業の評価を行う。
３　県は、事業の実施状況等について、第７に規定する精神･身体合併症連携推進会議で報告する。
４　県は、事例の検証のため必要があると認めるときは、当該事例に係る病院に職員等を派遣することができる。
５　県は、他の身体一般科病院と精神科病院の連携の参考とするため、本事業の実施状況の公表に努める。

第７　精神・身体合併症連携推進会議

　　県は、精神・身体合併症連携推進会議を必要に応じ開催し、連携する病院関係者に出席を求める。
　

附　則

この要領は、平成２８年８月１５日から施行する。
附　則
この要領は、令和２年６月８日から施行する。

